













	Tweet
	







「Smart TV Box」の提供開始について

～Android™ 4.0 搭載。スマートフォンやタブレットとも連携した最先端STBがいよいよ11月28日より商用化～
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KDDIがケーブルテレビ事業者向けに開発したAndroid™ 4.0 搭載の「Smart TV Box」が、2012年11月28日よりジャパンケーブルネット株式会社 (本社: 東京都中央区、代表取締役社長: 藤本勇治、以下「JCN」) より、「JCNスマートテレビ」 (注1) として、全国に先駆け商用化されます。


「Smart TV Box」は、一般社団法人日本ケーブルラボとの連携により、同ラボ技術仕様に準拠し、世界初 (注2) となるAndroid™ 4.0 を搭載したケーブルテレビ用のセットトップボックス (以下、STB) です。地デジ、BS、ケーブルテレビ放送受信に加え、インターネットを利用したさまざまなサービスがご利用いただけるほかWi-Fiのアクセスポイントも搭載し、ご自宅のテレビやタブレット端末、スマートフォンなどのWi-Fi搭載機器で、多彩なコンテンツをお楽しみいただけます。


KDDIでは、JCNでのサービス開始に伴い、家族で使えるカレンダーや、レシピ、ショッピング、フィットネス、教育等、生活に密着した様々なアプリを、提携先企業と連携して「Smart TV Box」向けに提供します。また、auスマートフォンで提供中の「auスマートパス」のTV向けのアプリとしてゲームやエンターテインメント、「LISMO WAVE」等100本以上のアプリをご利用いただけるほか、「Google Play」の多彩なアプリもお使いいただけます。

さらに、「Smart TV Box」をより便利にご利用いただけるようスマートフォンやタブレットとの連携機能を提供します。


KDDIは、今後も全国のケーブルテレビ会社と協力して、「Smart TV Box」でお客さまへ新しいホームエンターテインメントの世界をご提供していきます。


詳細は別紙をご参照ください。


	注1) JCNスマートテレビは、JCNが新設する「Smart TV Box」を利用できるサービスの名称です。
詳細は、下記ホームページをご覧ください。



	JCNスマートテレビ



	注2) ケーブルテレビ向けSTBでは世界初となります。



	※ 「Android」は、Google Inc.の商標または登録商標です。











	※ ニュースリリースに記載された情報は、発表日現在のものです。

商品・サービスの料金、サービス内容・仕様、お問い合わせ先などの情報は予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。
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